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川
﨑
港
湾
労

働
組
合
協
議
会
は
、
11
月
10
日

（
金
）
に
第
15
回
定
期
大
会
を

開
催
し
た
。

田
中
議
長
は
、
2
0
1
9
年

以
降
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
や
、

川
崎
を
通
過
す
る
貨
物
も
コ
ロ

ナ
前
に
戻
っ
て
お
ら
ず
、
雇
用

の
拡
大
に
は
繋
が
っ
て
は
い
な

い
と
開
会
挨
拶
を
の
べ
た
。

春
闘
も
妥
結
は
し
た
が
適
正

料
金
を
実
施
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
も
多
く
厳
し
い
戦
い
が
続
い

て
い
る
と
話
さ
れ
た
。

真
島
委
員
長
、
玉
田
書
記
長

の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
1

号
議
案
、
2
号
議
案
の
質
疑
を

行
っ
た
後
、
新
た
な
役
員
を
選

出
し
た
。
新
し
く
選
出
さ
れ
た

中
山
議
長
の
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱

に
て
定
期
大
会
を
終
了
し
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
も
う

飽
い
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
今

回
も
家
康
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
方
も
い
よ
い

よ
佳
境
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
第
44
話
は
「
徳
川
幕
府
誕

生
」
。
徳
川
家
康
（
松
本
潤
）

は
大
坂
城
に
戻
り
、
関
ヶ
原
の

戦
勝
報
告
。
茶
（々
北
川
景
子
）

か
ら
豊
臣
秀
頼
と
孫
娘
・
千
姫

の
婚
姻
を
強
い
ら
れ
、
不
満
が

あ
ら
わ
に
。
時
は
流
れ
、
征
夷

大
将
軍
と
な
り
、
江
戸
に
幕
府

を
開
い
た
家
康
は
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ア
ダ
ム
ス
（
村
雨
辰
剛
）
ら

と
国
づ
く
り
に
励
む
が
、
徳
川

秀
忠
（
森
崎
ウ
ィ
ン
）
の
頼
り

な
さ
が
不
安
の
種
。そ
ん
な
中
、

本
多
忠
勝
（
平
八
郎
）
（
山
田

裕
貴
）
が
老
齢
を
理
由
に
隠
居

を
申
し
出
。
一
方
、
大
野
治
長

（
修
理
）
（
玉
山
鉄
二
）
が
茶

々
の
下
に
戻
り
、
反
撃
の
機
会

を
う
か
が
い
…
と
い
う
展
開
が

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
回

を
ど
ん
な
脚
本
で
見
せ
る
の
か

が
楽
し
み
で
す
ね
。

そ
ろ
そ
ろ
家
康
ネ
タ
も
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
ゆ
か
り

の
地
へ
も
行
け
て
ま
せ
ん
の

で
、
今
回
は
「
ゆ
か
り
の
地
」

を
ご
案
内
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
（
手
抜
き
で
す
み
ま
せ

ん
）ご

案
内
し
た
い
の
は
、
徳
川

家
康
生
母
・
於
大
の
方
ゆ
か
り

の
地
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
。
刈
谷

の
歴
史
と
於
大
の
方
を
中
心
に

日
帰
り
で
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
で
す
。

Ｊ
Ｒ
逢
妻
駅
か
ら
徒
歩
10
分

の
「
刈
谷
市
歴
史
博
物
館
」
で

刈
谷
市
の
歴
史
に
親
し
み
、
見

て
、
触
れ
て
、
体
験
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
続
い
て
、

「
水
野
氏
の
居
城
跡

亀
城
公

園
」
、
桜
の
名
所
と
し
て
も
有

名
な
公
園
で
、
日
本
庭
園
の
中

に
あ
る
十
朋
亭
の
ほ
か
に
、
体

育
館
、
武
道
場
と
い
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
施
設
も
整
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ら
で
小
腹
を
満
た
す
た

め
に
、
「
と
う
ふ
や
豆
蔵

刈

谷
銀
座
店
」
。
豆
腐
・
油
揚
げ

・
が
ん
も
や
豆
乳
プ
リ
ン
、
お

か
ら
の
お
菓
子
、
惣
菜
ま
で
幅

広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
小
腹
を

満
た
し
て
み
て
は
。

続
い
て
は
い
よ
い
よ
於
大
の

方
の
像
の
あ
る
、
「
椎
の
木
屋

敷
跡
」
。

徳
川
家
康
生
母
・
於
大
が
、

松
平
広
忠
と
離
縁
さ
れ
た
後
、

一
時
を
過
ご
し
た
屋
敷
だ
そ
う

で
、
刈
谷
城
か
ら
谷
を
一
つ
隔

て
た
丘
の
上
に
位
置
し
て
い
ま

す
。於

大
は
、
家
督
を
継
い
だ
兄

信
元
が
織
田
氏
と
手
を
組
ん
だ

こ
と
か
ら
離
縁
さ
せ
ら
れ
、
刈

谷
に
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

続
い
て
は
、
徒
歩
22
分
と
少

し
か
か
り
ま
す
が
、
「
楞
厳
寺

（
り
ょ
う
ご
ん
じ
）
」
。
曹
洞

宗
の
お
寺
で
、
応
永
20
年
（
1

4
1
3
）
遠
州
浜
松
普
済
寺
の

利
山
（
り
ざ
ん
）
義
（
ぎ
）
聡

（
そ
う
）
に
よ
り
開
山
し
た
そ

う
で
す
。
第
7
世
古
堂
（
こ
ど

う
）
周
（
し
ゅ
う
）
鑑
（
か
ん
）

の
と
き
刈
谷
城
主
水
野
家
の
菩

提
寺
と
な
り
、
徳
川
家
康
の
生

母
於
大
（
伝
通
院
）
は
、
岡
崎

城
主
松
平
広
忠
に
離
縁
さ
れ
刈

谷
に
戻
っ
た
後
、
た
び
た
び
当

寺
に
参
詣
し
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
伝
通
院
ゆ
か
り
の
品
を

所
蔵
し
、
境
内
の
「
水
野
家
廟

所
」
は
市
指
定
史
跡
だ
そ
う
で

す
。
（
以
上
、
刈
谷
市
観
光
協

会
Ｈ
Ｐ
参
照
）

猛
暑
の
夏
か
ら
、
一
気
の
冬

の
到
来
と
な
り
行
楽
の
秋
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
帰
り

で
回
れ
る
コ
ー
ス
に
寄
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

教
宣
部
員

松
永
英
樹

2
0
1
4
年
か
ら
運
用
さ
れ

て
来
ま
し
た
全
国
港
湾
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
毎
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
繰
り
返
し
、
掲
載
内
容

の
充
実
を
は
か
っ
て
き
ま
し

た
。今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

は
、
例
年
通
り
掲
載
写
真
と
掲

載
文
書
の
変
更
・
追
加
を
行
い
、

11
月
初
旬
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

運
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
へ
、
速

や
か
な
情
報
伝
達
や
教
宣
活
動

の
一
環
に
な
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
を
は
か
っ
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
一
度
ク
リ
ッ
ク
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

前
回
、
第
10
章
「
安
全
・

衛
生
・
職
業
訓
練
・
福
利
厚

生
」
の
48
条
の
前
半
部
分
の

「
コ
ン
テ
ナ
の
船
内
荷
役
作

業
（
多
段
積
み
）
」
に
係
る

協
定
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
48
条
の
後
半
部
分
の

「
危
険
物
有
害
毒
物
の
取
り

扱
い
」
と
、
第
49
条
で
「
危

険
品
・
有
害
者
の
夜
間
作
業

に
つ
い
て
」
の
協
定
が
あ
り

ま
す
の
で
、
同
時
に
読
ん
で

い
き
ま
す
。

第
48
条

（
前
段
部
分
省

略
）
…
危
険
物
・
有
害
毒
物

等
の
取
り
扱
い
の
安
全
基
準

に
つ
い
て
は
、
別
添
確
認
書

（
第
12
章
第
58
条
第
8
項
①
）

の
通
り
実
施
す
る
。

危
険
物
・
有
害
毒
物
の
取

り
扱
い
は
別
添
確
認
書
で
厳

密
に
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
危
険
物
及
び
有
害
毒
物

の
事
前
把
握
か
ら
で
、
「
荷

主（
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
を
含
む
）

又
は
船
社
が
当
該
元
請
を
通

じ
て
事
前
に
荷
役
関
係
者
に

届
出
す
る
こ
と
」
と
し
て
、

「
事
前
提
出
を
徹
底
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
作
業
開
始
前
に
関
係
者
全

員
に
周
知
徹
底
を
は
か
り
、

関
係
者
全
員
が
十
分
内
容
を

把
握
し
、
必
要
な
準
備
を
し

た
上
で
作
業
を
行
う
」
こ
と

か
ら
、
危
険
品
・
毒
物
の
把

握
と
作
業
手
順
な
ど
の
徹
底

を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。
万

が
一
、
異
常
が
発
生
し
た
時

は
、
「
関
係
省
庁
、
関
係
者

及
び
当
該
港
の
港
運
協
会
労

使
安
全
委
員
会
等
の
防
災
関

係
機
関
へ
連
絡
し
対
策
」
を

は
か
り
、
「
異
常
時
の
荷
役

等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
当

該
港
の
労
使
安
全
委
員
会
な

ど
を
中
心
に
協
議
す
る
」と
、

具
体
的
な
対
応
体
制
を
明
示

し
て
い
ま
す
。
危
険
物
の
事

前
把
握
・
周
知
・
異
常
事
態

時
の
対
応
の
原
則
を
規
定
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
念
を
入

れ
て
「
こ
の
確
認
書
は
最
低

基
準
」
で
あ
り
、
「
関
係
者

に
お
い
て
（
こ
の
基
準
が
）

一
層
有
効
な
も
の
と
な
る
よ

う
安
全
確
保
の
改
善
に
努
力

す
る
」
こ
と
と
、
「
安
全
基

準
に
適
合
し
な
い
場
合
及
び

危
険
と
認
め
る
場
合
に
は
作

業
の
改
善
を
中
央
労
使
安
全

専
門
委
員
会
に
報
告
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
危

険
物
か
、
ど
の
よ
う
に
扱
う

か
、
全
員
が
同
じ
認
識
に
立

つ
こ
と
、
安
全
基
準
の
有
効

性
を
日
々
高
め
る
、
適
合
し

な
い
場
合
は
見
直
す
と
、
安

全
第
一
の
要
諦
を
押
さ
え
た

協
定
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
第
49
条
が
あ
り
ま

す
。
確
認
書
（
要
旨
）
と
併

せ
て
原
文
を
紹
介
し
ま
す
。

第
49
条

危
険
品
・
有
害

毒
物
の
夜
間
作
業
に
つ
い
て

は
、
別
添
確
認
書
（
第
12
章

第
58
条
第
9
項
）
の
通
り
実

施
す
る
。

第
12
章
第
58
条
第
9
項

（
要
旨
）

1
．
原
則
と
し
て
、
危
険

品
・
有
害
物
の
夜
間
荷
役
作

業
は
行
わ
な
い
。

2
．
火
薬
類
・
高
圧
ガ
ス

・
シ
ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
な

ど
の
毒
物
・
引
火
性
液
体
類

・
硫
酸
な
ど
の
可
燃
性
物
質
、

さ
ら
し
粉
な
ど
の
酸
化
性
物

質
を
夜
間
作
業
を
行
わ
な
い

危
険
物
・
有
害
物
と
し
て
別

表
で
明
記
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
通
り
、
危
険
品
・

有
害
毒
物
の
夜
間
作
業
は
厳

格
に
禁
止
し
、
そ
の
種
類
も

上
記
2
項
の
よ
う
に
明
示
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
50

条
が
特
徴
的
で
す
。

第
50
条

Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｂ
船
積

み
、
船
卸
に
関
す
る
安
全
基

準
に
つ
い
て
、
1
9
8
5
年

2
月
28
日
付
安
全
専
門
委
員

会
確
認
書
（
第
12
章
第
58
条

第
10
項
）の
通
り
締
結
す
る
。

先
に
示
し
た
、
危
険
品
に

加
え
特
に
Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｂ
（
パ
ラ

ニ
ト
ロ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）

を
特
定
し
た
協
定
で
す
。
こ

の
背
景
に
1
9
8
4
年
7
月

5
日
に
大
阪
港
で
船
内
・
は

し
け
作
業
に
当
た
っ
た
12
名

の
労
働
者
が
中
毒
で
入
院
す

る
事
故
が
あ
り
、
こ
の
事
故

の
原
因
究
明
と
対
策
に
当
た

っ
た
安
全
専
門
委
員
会
の
確

認
を
協
定
化
し
た
も
の
で

す
。
Ｐ
Ｎ
Ｃ
Ｂ
25
㎏
入
り
の

紙
袋
が
破
損
し
、
顔
・
腹
部

・
手
に
ピ
リ
ピ
リ
感
が
あ
る

と
の
訴
え
に
始
ま
り
、
吐
き

気
・
頭
痛
の
声
が
あ
が
っ
て
、

午
後
に
は
一
人
で
立
て
な

い
、貧
血
症
状
が
出
る
な
ど
、

現
場
の
混
乱
は
相
当
な
も
の

だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ピ
リ
ピ
リ
感
を
訴
え
て

も
作
業
を
続
行
し
、
食
欲
が

な
い
状
態
を
見
て
も
作
業
を

続
行
す
る
こ
と
自
体
常
軌
を

逸
し
て
い
る
し
、
こ
ん
な
危

険
な
も
の
が
「
紙
袋
」
で
入

っ
て
く
る
こ
と
も
ま
た
尋
常

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の

39
年
前
の
出
来
事
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
容
器
は
金

属
製
に
す
る
こ
と
、
パ
レ
ッ

タ
イ
ズ
に
す
る
場
合
は
2
ｔ

以
下
、
ラ
ベ
ル
表
示
は
30
㎝

×
20
㎝
以
上
の
大
き
さ
で
2

面
以
上
に
示
す
こ
と
な
ど
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
作
業
に
当
た
る
際
の
有

機
用
防
毒
マ
ス
ク
等
の
保
護

具
は
当
然
と
し
て
、
荷
役
で

は
綿
密
な
作
業
計
画
と
万
が

一
の
措
置
も
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
夜
間
作
業

は
禁
止
で
す
。

以
上
、見
て
き
た
通
り「
労

働
災
害
ゼ
ロ
」
を
ど
う
担
保

す
る
か
を
練
り
上
げ
た
労
使

の
諸
先
輩
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

ら
の
協
定
に
込
め
ら
れ
た
意

義
を
日
々
活
か
し
続
け
る
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
安
全
へ
の
思
い

を
、
次
回
は
、
石
綿
対
策（
51

条
）
を
巡
る
取
り
組
み
と
併

せ
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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リ
レ
ー
随
筆
ど
う
す
る
家
康
③
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